MINISTOCK　101　
　当クラブ定款問題委員会と、かつてのロータリー東京支局・翻訳室長との間で交わされた手紙によると、1970年7月に行われた定款Objectの改定会議
では、翻訳諮問委員の方々は誰も、英和辞典を用いての検討を行わなかったとのことです。それは集まった方々が皆、事典を作る側の人たちだったからだと述べていますが、これは驚きです。
１）翻訳諮問委員会の人たちはパストがバナーで、この中に英和辞典作成関係の人は一人もいません。
２）1965年以降、日本の英和辞典にも新しい英文法が取り入れられてきていたので、新しい辞典を用いれば翻訳の誤りに気付いたと思われるのに、その作業を割愛して､後世に致命的な悔恨を残しました。
　この年の手続要覧に「改訳」と明記して記載されたObject翻訳文は、かくして英文法と歴史変遷についての本質的な間違いを全く修正することなく、単に日本語表現の改修のみに終始しました。
　1989年にも二度目の改定が行われましたが、同様の処理に終わり、その後長年月にわたって意味不明な「綱領」を継続することになったのです。
米山記念奨学基金は、日本のロータリーにおける米山梅吉の功績を記念して、アジア地域から優秀な学徒を日本に招致して学問・技術を学ばせようとするものです。この制度ができたのは1952年の東京RCで、翌年に会員から1口千円以上、法人から1口1万円以上をもって目標額260万円を募りました。

　奨学生第1号はタイの青年S,ラタナチャタ君で、1954年10月に来日して東大農学部で養蚕を学びました。同じ東大で水産資源を学んでいたインドの学生P.K.イーベン君と、東京水産大学のインド学生A.B.ロイ君が、学資途絶で帰国止むなしとなっていたところを、米山奨学金が支給されて学業を続けることができました。　米山奨学基金は、東日本3地区から全日本に広がり、1958年にロータリー米山奨学会の設立となり、さらに、1967年には財団法人・ロータリー米山奨学会となって、国内最大の民間奨学制度として、日本ロータリーの大きな国際事業になっています。

MINISTOCK　102
　1970年に国際大会は「風と共に去りぬ」の地アトランタで開催され、日本から170名が出席しました。大会に先立つ“規定審議会”で審議された案件の中に重要な提案がありました。
　・規定審議会を国際大会から切り離し、RI の正式の立法機関とする。
　・規定審議会は3年に1度開催する。

　・理事定員を17名とする（3名増加により日本から理事1名を出す見込みとなった）。
　・人口50万人以上の都市には、アディショナルクラブの創設を承認する（既存クラブの承諾の上）。
規定審議会の開催年には、各地区と各クラブは、RIに対して、ロータリーの組織規定に変更を求める「制定案」と、ロータリー活動への意見や理事会への提案を示す「決議案」を、代議員を通して提出することができます（クラブからの提出には地区の承認が必要）。RI理事会は、規定審議会で採択された決議案と、審議会から理事会に回付された案件について最終決定を下します。
MINISTOCK　103

　オーストラリア・クイーンズランド州のブリスベン・ロータリー・クラブが、1959年に地域から選考した10代の若者たちを、交流と文化・教育活動がぎっしり詰まった1週間のプログラムに参加させました。クラブは参加者の意欲的な活動に感銘を受け、また参加者もこのプログラムがどれほど個人的成長を助けたかについて賛辞を惜しまなかったため、その成果はオーストラリア中のRCに広まり、1971年にはRI理事会が「ロータリー青少年指導者養成プログラム（Rotary Youth Leadership Awards ：RYLA）」として採用しました。
　RYLAは、若者のリーダーおよび良き市民としての資質を伸ばすことを目的としたプログラムで、セミナー／指導者キャンプの方式に基づいて、地区またはクラブ単位で実施されます。
本邦では1975年に第366地区（大阪、和歌山）で初めての試みが行われ、1977年から各地区で開催されるようになりました。第2660地区は、青少年活動委員会の活動が堅実で、当クラブは2011年10月8~10日、府立少年自然の家を中心に挙行されたLYRAのホストを担当（北井孝彦実行委員長）し、成果をあげました。
MINISTOCK　104
第356地区（新潟、群馬）に新設された「栗生西RC」が、1971年11月、世界で15,000番目のクラブとして認証されました。世界のクラブ数は最初の5,000番に達するのに34年、次の10,000番には19年を要しましたが、15,000番へは13年でした。
日本のRCの増加の勢いは、1969~70年に年間84クラブ、4552名の会員増という大記録を作って、なおその後も引き続いてクラブ数、会員数の増加を続けていました。1971年は、第357地区（千葉、埼玉）で年間10クラブの増加、第359地区（山梨、神奈川､静岡）で7クラブ、第366地区（大阪、和歌山）では5クラブ増でした。

　この年、「ロータリー日本50年史」が刊行されました。これは10年後に1970－80年の詳細な記録をつけて「ロータリー日本60年史」として再編されました。また、ロータリー資料室が文献収集に努めて、この年の11月に一般公開に漕ぎつけました。

MINISTOCK　10５
　1972年2月，冬季オリンピックが札幌で開催されました。大会会場の聖火台は、第350、351地区（北海道全域）のロータリー聖火台建設委員会が全国のRCに呼びかけて実現したもので、2,100万円の製作費が投入されました。開会の1年前に行われたプレオリンピック大会開会式には、皇太子、三笠宮両ご夫妻のご臨席のもと、ファンファーレ吹奏、古関RC会員作曲の「序幕の歌」の合唱とともに、聖火台献納式が挙行されました。
　この年の5月、沖縄の日本復帰が実現して、沖縄の第358地区（8クラブ）が国内に移管（後にゾーン制度実施とともに分離）するとともに、グアム（２RC）・サイパン（1RC）が第358地区（東京・沖縄）への編入が決まりました。これによって、東京地区のガバナーは訪問クラブが遠隔地にあるだけでなく、ガバナーズレターを英文にしたり、地区分担金の調整をしたりと、苦労が多かったそうです。
　日本経済が高度成長期を終えて安定成長期に移行しつつあって、為替相場の固定性（1$＝\360）から変動相場性（1$＝¥300→270）へ移行しました。
MINISTOCK　106
　1973（昭和48）年はオイルショックとインフレに引き回された1年でした。翌74年末に田中内閣が金権政治の批判を浴びて総辞職、公労協が我が国労働争議上で空前の大規模ストライキを敢行、青少年の非行が人々の心に暗い影を落とした社会でした。
　ロータリー財団への日本の貢献が著しく世界から高く評価されるようになりました。1972-3年に日本から133万ドルの寄付があり。1973-4年では年間で206.3万ドルとなりました。第359地区（山梨、神奈川、静岡）が世界のトップを切って寄付累計額100万ドルを超えました。1974-5年度の寄付額は235万ドルを超え、これは世界中の寄付額の1／3に達するものでした。
　ポール・ハリス・フェローは、1972-3年度に534名が、1973-4年度には1,133名誕生し、総数2,533名で世界の第2位（米国が3,631名でトップ、第3位以下は二ケタ)を占めました。1975年、鳥取RCの八村信三氏が1万人目のポール・ハリス・フェローが授与されました。
MINISTOCK　107
　全国のガバナー、パストがバナー、ガバナーノミニー（夫人同伴可）が当該年度のRI理事の招集で集まる“ロータリー研究会”が1972年に始まり、第1回が京都で、次いで箱根、岐阜、そして第4回が再び京都（1975年12月、京都国際会館）で開催されました。
この集会は当初、パストガバナーの懇親会的色彩が強かったようですが、次第にロータリー活動や、地域との連携問題も取り上げられるようになりました。2009年、2010年と連続して大阪で開催された集会（12月、大阪国際会議場）では、定款Objectの翻訳問題がテーマとしてとりあげられるなど、一般会員にとっても関心の高い内容が含まれるようになりました。　
近年、各地に大規模会議場やホールが建設されていますから、一般ロータリアンの参加を認めた“ロータリー研究会”を企画しては如何でしょうか？　あるいは、ロ研究会の主要テーマを、パストガバナーが責任者として各地の地区大会に持ち込むといった企画はどうでしょうか？

MINISTOCK　108
　1976年6月、アメリカ南部のデキシーランドジャズ発祥の地、ルイジアナ州ニューオーリンズで国際大会が開催され、日本から850名が参加しました。　　　　
主会場は8万人を収容するアメリカ最大の雨天野球場（スーパードーム）で、その半分を仕切って会場に充てるという大変スケールの大きいもの（2004年の大阪国際大会がこれを参考にした）でした。
　1977年の国際大会はサンフランシスコで開催され、この年、スペインのマドリッドRC が42年ぶりのRI復帰を果たしました。　
規定審議会では、同一地域に区域分割をしないで親クラブと地域を共有する子クラブの新設が認められました。また、かねてより頒布中止になっていた「道徳律」に関して、中止決定を覆す提案がありましたが、この提案は否決されて、道徳律の復活はありませんでした。しかし理事会に対して再検討を促す決議案（提案）が成立して、オイルショックに揺れる世界経済の混乱が反映されたものとして注目を集めました。

MINISTOCK　109

　1978年5月14日から5日間、日本で二度目となる国際大会が東京・国立代々木競技場と第1体育館を主会場に開催されました。前回東京大会の参加者23,366名がこれまで破られていない記録でしたが、この年、世界から95カ国40,155名という参加者を得て、空前の大会となりました。
　ハッピ姿で登場したデービスRI会長の「この大会に集まった会員は変わらぬ友情の絆を結ぶ世界各国地域社会の指導者です」との言葉で大会の幕が切られました。地元から、永野重雄東京商工会議所会頭、前田義徳東京RC会長が歓迎の挨拶に、翌日の本会議では、デービス会長の基調講演とライシャワー・ハーバード大学教授（元米国駐日大使）の講演に続いて、ブラザー財団のR.A.ヒングソン博士のポリオワクチン接種に関する重要な講演がありました。
　プールの上に床を張った特設会場と観客席は、参加者全員を受け入れることができず、開会式と翌日は昼夜2回挙行という非常手段が用いられました。NHK交響楽団の演奏、古典能の上演、300人の児童によるバイオリン演奏、民謡少年団などと、海外からの4,000名を東京・神奈川・千葉の会員宅に招くホーム・ホスピタリティで接待しました。
MINISTOCK　110

　1980年にロータリー創立75周年を迎えるに当たり、RI理事会はその前年に、新しい｢3-Hプログラム」を発表しました。3-Hとは、Health（保健）、Hunger（飢餓追放）、とHumanity（人間性尊重）のプログラム計画で、1979年7月からロータリー財団の事業活動として採択されました。
　その最初の事業として、年齢3か月から36か月のフィリピン児童、約600万人に対して5か年計画による小児麻痺（ポリオ）ワクチンの接種が始められました。同国のロータリアンは､｢7,000の島々からなるこの国は東西の文化を共有しており、このように大規模で、全人類一家とする希望と善意に満ちた国際的事業を始めるのにふさわしい地域である」と感謝の意を表明しました。
　日本のRCも多大な貢献をし、貢献が顕著なクラブに与えられる３－H盾を、多数のクラブが受賞しました。
